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1．　序
　本稿の目的は，チリの首都サンティアゴを中心とする地域の下層民のこと
ばを記述することにある。具体的には，ポブラシオンに住む住民自身の手に
なる演劇のシナリオをもとに，ポブラシオンのスペイン語の特徴を見ていく
ことにする。主に用いた資料は，M面oz，et．al．1987に記載されている長短
あわせて22編の演劇である。劇のシナリオをとうしてことばを見るのは，音
声を直接観察するのではなく，その音声的特徴がどのように文字に反映され
ているかに焦点を当てることになる。文字という二次的要素は当然音声とい
う一次要素に支えられているわけで，この音声的特徴に関してはOroz，1966
が非常に参考になった。
1．サンティアゴのポブラシオンにおける演劇活動
1．ポブラシオンとは都市周辺部にひろがる低所得者層の住宅地をさしてい
る。Mu這oz　によると，サンティアゴの全人口400万の約250万人が400近
いポブラシオンに住んでいるという。1973年に起きた軍事クーデター以降，
ピノチェト軍事政権は経済的には自由解放政策を採用したために，多数の工場
が倒産し，失業者が増え，ポブラシオン住民の生活を圧迫した1）。　演劇の中
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でも失業問題は重要なテーマとして頻繁に登場し，それから派生する飢え，
家庭内不和，栄養失調，アルコール中毒，麻薬，劣悪な住環境といった問題
が扱われている。また，軍政下で抑圧されてきた人権問題，あるいは人間性
の回復といったテーマも主要なモチーフとなっている。
2．まず，ポブラシオンにおける演劇活動に関して簡単に言及しておこう。
ポブラシオン演劇は1970年代後半に始まった様々な文化活動の中の一つであ
り，その担い手は学生，失業者，労働者，主婦といった人々である。演劇活
動の目的は自分たちが属しているコミュニティの現状や問題点を正確に提示
し，そうした日常生活を描くことを通じて，彼ら自身が社会変革の主体であ
ることの自覚を促し，また組織化を図ることにある。
　例えば“tallerGranaje”というポブラシオンLoHemidaで発足した劇団
は，結成の目的を次のように言っている。「1）ポブラシオンの現実を見せる
ことで現状に対する‘意識化’を図ること，2）理論と実践面での知識を深
め，民衆演劇研究におけるセンターとしてモニターを養成すること（ibid．：
419）」
　M面ozのことばを借りれば，ポブラシオン演劇の意義は，「軍政のもと，
国家との対話の可能性をとざされた中での文化的実践にある（ibid．：37）」
といえるだろう。
　ポブラシオン劇の特徴は，それがポブラシオン住民自身の手によって作成
一消化されるものだということの他に，作成方法自体の中にも求められる2）。
ポブラシオン劇の作成方法はinvestigaci6n－montajeと呼ばれるカ～これはま
ず，劇団員自身の体験や周囲の人の体験からデータを収集することから始ま
る。次にデータから核となるテーマを選び，ストーリーを組み立て，それを
劇化し，さらに即興劇にまでもっていくわけだが，これらすべての過程を通
じて共同制作の原則が貫かれ，グループ内での検討を通じて制作が進められ
ていく。さらに上演の際には，公開討論，インタビュー，公開劇等を通じて
観客との対話が図られる。特に公開劇では観客の側から劇を変更することが
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でき，その場合の観客は単なる客体であることをやめて，劇に介入する行為
の主体に転化することになる§）
皿．ポブラシオンのスペイン語
　本稿の目的がポブラシオンの住民自身の手になる劇をもとに，チリ中部方
言を探ることにあることはすでに述べた。直接音声ではなく書かれた資料に
基づく分析であるが，これは筆者の関心が以下の二つにあるからである。一
つは，標準スペイン語とは異なる“ことば（habla）”を話す話者が，正書法
をもたない自分のことばをいかに表わすかを見るためであり，もう一つは，
ポブラシオンの住民には非識字者がかなりいるといわれているが，こうした
成人の非識字者が文字を獲得する際に経験するであろう困難を多少なりとも
予測してみたいからである。彼らは単に文字を習得するというだけではなく，
自分たちが日常使っていることばとは異なる規範に従った標準スペイン語の
正書法を習うわけであり，いわば二重の困難に直面していると考えられるか
らである。ただ，こうした成人識字教育に関する諸問題は本稿の直接の関心
事ではないので，機会をあらためて述べたいと思う。
　Oroz（op．cit．：46）はチリの方言を四つに分類している。北部，中部，南
部，それにチロエ島である。さらにチリでは地域差だけではなく，社会的階
層差（上流，中流，下層）も顕著である。従って以下で扱うサンティアゴに
おけるポブラシオンのスペイン語は，中部方言の下層階級の話すインフォー
マルなスペイン語ということになる。
1．voseoについて
　チリのスペイン語が標準スペイン語と体系的に異なっているのは，主語人
称の代名詞vos，及びそれが支配する動詞の活用形である。この現象はvoseo
と呼ばれ，チリ以外の南米各地にもみられる。
　標準スペイン語における親称2人称はt丘であるが，voseoにおける親称2
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人称はvosである。これは語源的には2人称複数を表わす語であり，現に今
でもスペインではvosotrosという語形となって用いられている。南米には
vosが親称の2人称単数として用いられている地域がかなりあるが，その用
いられ方は地域によってかなり様々である。アルゼンチンのように国民の全
ての層に渡って用いられている地域もあれば，一般大衆のみが使用する地域，
チリ，ボリビア，コロンビアのようにt丘とVOSが競合して用いられている地
域などがある。
　またVOSが支配する動詞の活用形にもいくつかのバリエーションがみられ
る。アルゼンチン，チリのように2人称複数形に由来する活用形を持つもの
がある一方で，2人称単数形t丘と同じ活用をする地域もある。そして2人称
複数形に由来する活用をするチリとアルゼンチンにおいてもその活用の仕方
が異なる等，voseoをめぐる状況はきわめて複雑である。
2．チリのvoseo
チリのvoseoの規則活用は，若干の例外的なバリエーションを除けば以下
の通りである（ibid．：306）。なお完了時制は省いてある。
直説法現在
voscantai（S）
voscomi（S）
vos　vivi（S）
直説法過去
vos　cantabai（s）
vos　comiai（S）
vos　viviai（S）
直説法未来
vOS　Cantari（S）
vos　comeri（S）
接続法現在
vos　canti（S）
voscomai（S）
vos　vivai（S）
　接続法過去
voS　Cantarai（S）
vOS　Comierai（S）
vOS　ViVierai（S）
　直説法過去未来
vOS　Cantariai（S）
vOS　COmeriai（S）
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vos　vivir豊ai（S）
　語尾の一Sがカッコでくくってあるのは，音節末では一Sが気息音化するか
らであり，これは大衆レベルではしばしば脱落する（ibid、：101，Kany，1951
：68）。
　チリではVOSを用いるのは専ら一般大衆に限られ，上流，中流階級の間で
はtuのみが用いられる。またvosを使う人も同時にtuも用いるため，tuと
VOSが混同して誤った活用形を選択することがしばしばある。
3．資料に現れたvoseo
（1）ポブラシオン演劇の登場人物は，そのほとんどがポブラシオンの住民
であることから，VOSは非常に頻繁に現われる。また同様にtuも用いられ，
同一人物が同じ相手に対してvosを使ったりtuを使ったり，自由に交替して
いる。Mu飾z，op．ciし：178－1795）から例を上げてみよう。
　ずっと家を留守にしていたBetoが妻Chelaの前に姿を見せる場面である。
Chela…iへpareciste6），vago！Teacordasteque①ten魚scasa！
　　（現れたね。あんたにも家があるって思いだしたわけか）
Chda・・iHola，hola！，乙Esqueno②sabisdecimiholasiquier灸bicharraco？
　　（やあ，やあ。それとも挨拶もできないっての）
Beto…・・Ah，si＿yo＿
Chela…No，no．Quedate　ahi　no　mas，又a　no　necesito　tus　saluos；tampoco
　　　③digaSnaSiqUiereS．
　　（いいよ。いいよ。挨拶なんていらないよ。それに言いたくても何にも
　　いわないでよ。）
　　　　　　　　　　　　　一213一
高橋節子
Chela…乙Esquela④conoces？Notele⑤habrailanzaopo，esachicaes
　　　　biendecenteynosevameterconmdesgraciaocomo⑥t丘＿
　　（じゃ彼女知ってるの。ちょっかいだしたんじゃないだろうね。あの子
　　　はまじめで，あんたみたいなろくでなしを相手にする子じゃないんだ
　　　よ．．）
　ChelaはBetoに対して①ではt丘を，②ではvosを，③ではt丘を用い，
その後しばらくtuではなしを続けた後，④でtu，⑤でvos，そして⑥で再
びtuを使っている。スペイン語では1，2人称の主語は省略されるのが普
通なので，tuとvosの交替といっても上の例の場合には主語によるのではな
く，動詞の活用形でそれと分かるわけである。
　ただし，主語が明示され明らかに混同されている例もしばしば見い出され
る。
i　Tu　sabi　de　sobra　que　no　me　gusta　pe（lir　Iimosna！（199）
　tu　decis　que　no　estas　de　acuerdo　con　regalar　una　maquinade　escribir（219）
iTuparecequetenisto・sl・sdiasdes・cupados！（225）
乙Ytucreisqueconesovaiasacaralg・？（297）
むYtutenislaverdad？（311）
iSoirarotu，locoah！（313）
　Asi　que　no　podis　decir　tu＿　（327）
乙Acaso　tu　te　vestih，comih，cagai？（388〉
　tuestaideacμlerd・，（220）
　si　tu　te　llamai　Soto　Gonzalez，（313）
　vosとtuの混同と言っても上例からも分かるように，「tu＋vosの活用形」
という組合が圧倒的で，その反対の「vos＋tuの活用形」という混同の仕
方はほとんどない。またvosの活用形のなかでも一i（s）（er・ir動詞〉が多く，
一ai（s）（ar動詞）とともに用いられた例は少ない。Oroz（op．cit．：307）もt丘
は．aisとは用いられない，と述べている。
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　Kany（op．cit．：68）はvis（verのvosの活用形）はtuと組むよりvosと
組んだ方がより卑俗（vulgar）な感じがするといっているが，これは上述のtu
とVOSのアンバランスの一つの説明となるであろう。また，VOSは怒りを感
じた時に用いられる，という指摘（堀田，1976152）7）も説明の一助となるで
あろう。つまり「vos＋vosの活用形」という組合の主語の部分をtiで置
き換えることで，卑俗な感じを薄めることができるのである。
　（2）KanyとOrozの活用形を比べると目だって違う点が二つある。一つは
語尾のsに関するもので，もう一つはアクセントに関する点である。
　Orozが語尾のsをすべてカッコでくくっている一方で，Kanyはtomai（s），
tomabai（s），tomarai（s）と語尾の母音が一ai一と二重母音になっている箇所では
sがカッコでくくられ，一isで終わる箇所ではsにカッコがついていない。Kany
（op．cit．：68）の説明によると，「語尾のsは通常は気息音か，あるいはまっ
たく発音されず，実際のこの活用は一ai，一ayになる。しかしながら一isで終わ
る場合は，強勢のある前舌高母音のiの影響で気息音がはっきり聞こえる。
この形式はsで書かれるがまれにはhのこともある」。
　劇に現われたvosの活用形を見てみると，一aisで終わる活用形の場合は語
尾の一sが書かれたものは一例もなく，すべて一aiと書かれている。（ただ一ay
となっているものが数例見られた：estay，cachay，te　hay　fijao）。一方で
4sを語尾にもつ活用形の方は，一sが落ちた形と同様に一sを保った形もよく現
われる8）。語尾の．sに関しては，．aisの場合と．isの場合とでその扱いに違
いがあることが分かる。
　VOSの活用語尾から語尾の一Sがしばしば消えてしまうということは，他の
活用形との混同を引き起こす危険性があることを意味している。
　まずse，動詞の現在1人称soyとvosのsoi9）（時にsoyとyで書かれる
こともある）である。英語のbe動詞にあたるserの1人称と親称の2人称が
まったく同じ発音という事態が起きてしまうのである。また，er，ir動詞にお
いては，vosの直説法現在と完了過去の1人称単数形とがまったく同形にな
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ってしまう（crei，aprendi，entendietc．）。
（3）Oroz及びKanyの活用表では，一ai（s）で終わる形式の全てに次のような
アクセント符号をつけている10）。
　Kany：tomai（s），comai（s），tomabai（s），tomarai（s）．
　Oroz：cantai（s），cantabai（s），cantarai（s）．
　しかし，正書法に従えば現在形（tomai（s），comai（s〉，cantai（s））にはアクセ
ント符号が必要だが過去形（tomabai（s），tomarai（s），cantゑbai（s），cantゑrai（s））
には不要である。わざわざつけてあるのは強勢の位置を明確に示したいため
かとも想像される。
　ところが資料を見ると，一ai（s）で終わる動詞の中で（ただしcomiai，can伽
riaiのように・ia一を含む活用は除く）アクセント符号がついているものはほ
とんどない（一例のみ：estai）。また語尾の一sも消失しているので資料に現
われた活用形は次の様になる。
　直説法現在：estai，gritai，tomai，esperai，sacai，llamai，cachai，etc．
　接続法現在：pongai，seai，vayai，metai，salgai，etc．
　直説法不完了過去：estabai，fumabai，ibai，etc．
　接続法過去：estudiarai，pudierai，etc．
　実際は，現在形（直説法，接続法とも）では最後の音節に，過去形（直説
法，接続法とも）では後ろから二番目の音節に強勢があるので，正書法に従
えば現在形には当然アクセント符号が要求されるところである。もちろんvoseo
は規範文法の外にあるから，それを文字に転換しようとする際には正書法の
規則から逸脱することもあるだろう。しかし動詞の語尾が一aiで終わる活用
に限って言えば，アクセント符号がないという同じ条件のもとで，現在形の
場合には最後の音節に，過去形の場合には後ろから二番目の音節に強勢があ
るというのは，明らかな矛盾である。
　もう一つ綴りの問題も残っている。正書法によれば半母音iは語の末尾に
おいてはyで記されねばならず，語尾の一aiは本来ならば一ayとしなければ
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ならないところである11）。一ayであれば子音字で終わる語は最後の音節に強
勢を持つから，現在形におけるアクセントの問題は解決されることになる。
ただそうすると今度は過去形の方にアクセント符号が必要になってくる。
　結局この問題は，voseoという規範文法の枠外にあり正書法の制約をうけ
ない現象を，文字に転化しようとする際の困難に帰することができる。そし
てこれは以下に述べる音の脱落や変容に関しても共通した問題である。
4．音の脱落，変容
　（1）／b／は休止の後の語頭，及び鼻音の後では閉鎖音であるが，それ以外
の位置では摩擦音［β］として実現する。摩擦音は特に母音間ではさらにたる
み，しばしば消失する。Oroz（Op．cit．：96）はA．Alonsoの言葉を引用して
次のように述べている。「個人的な経験と観察によれば，南米でもスペインで
もチリのbほどたるんで発音されるものはない。これはチリの発音の際立っ
た特徴の一つである。」
　この／b／のたるんだ発音はポブラシオンの書きことばのなかにもはっきり
と見て取ることができる。
caaller。（caballer。）（196）12！caeza（cabeza）（238）．
　もちろん動詞も例外ではない。
　dee（debe）（237），traajaa（trabajaba）（243），sae（sabe）（254），sai（sabi）
（254），la（iba）（254），s丘en（suben〉（243）．
　さらに文字vもbと同様／b／と発音されるのでvも脱落する。
　llea（lleva）（238），vi・（viv・）（239），tue（tuve）（247），juees（jueves）
（258），todaia（todavia）（260）．
　発話の流れの中では隣接する音との関係で，語頭の／b／も消失する可能性
がある。
乙N・iqueaquin・hayplata＿？（るN・visqueaquin・hayplata．．．？）（泌1）
一217一
高橋節子
（2）スペイン語の有声閉鎖音／d／も同様な振舞いをする。／d／は／b／と同
じように休止の後の語頭か，／n／／1／の後では閉鎖音であるが，それ以外の
位置では摩擦音［δ］になる。そして母音間，及び語末ではさらにたるみしば
しば消失する（ibid．：99－100）。
　tenio　（tenido）（164），　tomaor　（tomador）（169），　（1esgraciao　（（lesgraciado）
（179），too（todo）（183），aentro（adentro）（2訂），ay五a（ayuda）（239），puee
（puede）（243），　naa　（nada）（243），　toaia　（to（iavia）（245），　mieo　（miedo）（2
58）；municipalida（municipalidad）（164），　malda（maldad）（179）
　語尾が一adaで終わる語はdが失われることで同一母音が隣接し，その結果
母音どうしの縮約がおこり，語尾の母音一aまでもが消失してしまうことがあ
る。
　abog盃　（aboga（1a）（173），　pat巨s（patadas）（182），na（na（ia）（185），mermela
（mermelada）（238），　enoja　（enojada）（239），　usa（usada）（240）夕　（lesclasゑ　（
desclasada）（242〉，exagera（exagerada）（258），hueva（huevada）（315）
　ことにnaはnaaとともに頻繁に用いられている。
　隣接音との関係では語頭のdも消失する。例えば前置詞deは母音で終わ
る語の後でしばしばeで表される。
　peaz・epan（pedaz・depan）（169）
　debaj・esucasa（debaj・desucasa）（165）
　naepega（nadadepega）（167）
　peaz・ecochino（pedaz・dec・chin・）（182）
　un　Plato　e　comia（un　plato　de　comida）（182）
　de以外にも同様の条件下で語頭のdが脱落する。特に動詞decirとdejar
にこの傾向が顕著である。
　No　tengo　na　por　que　ecir　mi　gracia　po．（No　tengo　nada　por　que　decir　mi
graciapo）（245）
　pero　me　icen　Perhta（pero　me　dicen　Perlita）（245）
　Yo　ecia　Io　mismo（Yo　decia　lo　mismo）（250）
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　cuan（lo　uste　no　me　ejo　que　hablara（cuando　usted　no　me　dejo　que　hablara）
（241）
　Mi　ama　me　ejo　venir（Mi　ama　me　dejo　venir）（254）
teejeun・spanes（tedejeun・spanes）（254）
　（3）音節末の一sが気息音化するのはラテンアメリカの諸地方において共通
する現象である。チリでは，上層階級のことばにおいては半気息音であり，
民衆語においては完全な気息音，ないしは無音である（ibid．：101）。
　　音節末の一sはvoseoの活用形のところでも間題になったように，一aisで
おわる活用形においては完全に無音となり一aiと表記されている。他にも一s
が脱落している例は数多い。
　No　e　na　como　ante（No　es　nada　como　antes）（240）
　Si　nosotro　no　nacimo　nunca　oh，nosotro　llegamo　muerto（iel　vientre　de
la　vieja，（Si　nosotros　no　nacimos　nunca　oh，nosotros　llegamos　muertos　del
vientredelavieja）（242）
　Adema　mientra　meno　coma　mas　rapio　me　voy　po．（a（lemas　mientras　menos
coma　mゑs　rゑpio　me　voy　po．）（246）
　また気息音化している一sを文字hで表わす場合もある。
　noh　hacimoh　un　sanguche（nos　hacimos　un　sanguche）（239）
　Acaso　ti　te　vestih，comih，（AcasG　t丘te　vestis，comis）（388）
　（4）bueno　lbwe’nolにおけるbue一がg“enoと文字gむe一をもって綴られる
ことがある。同様にhuevo　lwe’βo】のように，半母音【wlは完全な休止の
後，もしくは母音間にくるときしばしば文字gをもって表わされる（ibid，：1
54，164，　Navarro　Tom5s，1972：64）。
　9“en・（buen・）（167），9誼evぎ（huevada）（181），ag“e1・（abue1・）（170），
ag丘ela（abuela）（255），9貢ena（buena）（223），9貢el・（vuel・）（240），9丘ec・
（huec・）（252），9丘elt・（vuelt・）（255），9むe6n（huev・n）（196），9丘ea量ta（hue一
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aita＜huevadita）（197），
　Orozはcremaをつけた語しか紹介していないが，cremaがない形でも現わ
れる。
　guevees（huevees）（179），gue・nes（huev・nes）（196），guevi（huevis＜
hueveis）（195），
　また，アクセント符号をつけたgeとして実現されることもある。その結
果，一つの単語が二つのアクセント符号を持つことさえある。
　96en・（buen・）（166），agるel・（abuel・）（170），ag6ela（abuela）（170），
geena（buena〉（226），alcageeteria（alcahueteria）（166），96ev5（huevada）
（179）
　g丘eno，gueno，g∈enoという動揺は帥，gu，爵で綴られる音の特殊性にあ
ると考えられる。Orozは「綴りgu一はこの発音を正確には反映していない。
少なくとも常に閉鎖音とはいえないからである（ibid．：154）」としているし，
NavarroTom五s（op．cit．：64）はこの音を唇の丸めをともなった［γユに似
た音になる，としている・
　こうした綴り字上の揺れも，日常用いちれる民衆語を文字化する際の工夫
の現われと見ることができる。
　（5）教養ある人々はfを一般に唇歯音［f］として発音するが，一般民衆
は両唇音［Φ］として発音するのが普通である（Oroz，op．cit：98）。この両
唇音は文字jで表わされることがある。特に後ろに母音Uがくる時はほとん
どjで綴られている。
　juerza（fuerza）（244〉，　jui（fui）（198），　jue（fue）（249），　juimos（fuimos）
（244），juer・n（fuer・n）（251），juera（fuera）（237），
　文字jは標準スペイン語では無声の軟口蓋摩擦音［x］であるが，チリの
民衆語では後続の母音がo，u（特にu）の時，両唇音［Φ］で実現される（ibid．
：124）。後続の母音がuの時fuがjuで綴られるのはこのためである。
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　（6）無強勢のeは休止の後，及び母音で終わる語の後では消失する傾向が
ある。例えばest5bienはst巨bienを経て’tabienになる。estarのesが脱落
するのは非常に頻繁に見られる現象である（ibid．：59）。
　i　Tai　m5s　tonta！（IEstai　m5s　tonta！）（179〉
　Toy　cansao（Estoy　cansado）（202）
　Uste　ta　loco（Usted　est510co〉（247）
　6C・nquientababland・？（乙C・nquienestabahabland・？）（248）
　tar5jugando（estar5jugand・〉（251）
　定冠詞elもeが落ちて，pal（para　el）estudio（173），pal（para　el）pan（1
96）のようになるし，entoncesもenが落ちてtonces（250）になる。
　また無強勢のeとiは交替することもある。
　Eris（eres）my　joven（173），　aqui　mesmito（a（lui　mismito）（199），　ti（te）
acordai（230），　como　si　mi（me）importara（239），　　Noi　que　mi（me）bai
ahablar（239），pi・r（pe・r）て244）
　（7）母音縮約
　発話の際，言語音はいくつかのとぎれることのない音連続となって実現さ
れる。その一続きをNavarro　Tom巨sはgmpo　f6nico（呼気段落）と呼んで
いる。この音グループ内で同じ母音が隣接すると，通常その母音連続は一つ
の母音に収縮してしまう（Navarro　Tomas，oP．ciし：152－154）。例えばiQu6
estゑamable！という発話は，／kes’・ta’一ma’一ble／（一は音節の切れ目を示す。）
のように発音される。
　ところが劇のシナリオにおいては，母音縮約がそのまま反映されてiQuδs
ta　mable！（254）のように書き表わされることがある。こうした例は数多く
見いだされる。その際，二つの語が一つにまとまったり，あるいは一つの語
が二つに解体され，その一部が前の語と合体して一語のように綴られたりす
る。
　sae　ques　toy　enamor五del．．．（sabe　que　estoy　enamora（1a　del．．．）（237）
　　　　　　　　　　　　　一221一
高橋節子
　Ma　aburrio　ques　cuchar　la　copa　Deivi（Mas　aburrido　que　escuchar　la、copa
　Deivi）（243〉　mija（mi　hija）（173），　despuδs（ieso（despu6s　de　eso）（244）
　no　labiamos　arreglao（no　la　habiamos　arreg蓋ado）（244）
　乙Sestacastigand・？（乙Seest5castigand・？）（244）
　podria　ber　empezao　por　ahi（podria　haber　empeza（io　por　ahi〉（24，5）
　Bien　tirao　a　lan　tigua　d　flaco（Bien　tira（io　a　la　antigua　el　flaco）（245）
　乙Aqu6ntonces？（乙Aqu6entonces？）（250）
　yasestapareciend・a豆aJuana（yaseest5pareciend・alaJuana）（257）
　Non　tien（io　na’．（No　entiendo　na〔la）（260）
　これもポブラシオンで話されていることばを正書法の枠を越えて，できる
だけ忠実に文字で再現した結果である。
5．アクセント符号
　正書法の観点からするとアクセント符号はかなり動揺している。VOSの活
用形に関してはすで1；述べたので，ここではそれ以外の場合を取り挙げる。
　ポブラシオンの中で発行されている手書きのパンフレット13）にはアクセ
ントの動揺がはっきりと見て取れる。
　特によく見られるのが，esdrujulo（最後から3番目の音節にアクセントが
ある語）にアクセント符号がついていない場合である。書き手によってほと
んど一貰して抜かしている場合さえある。
　economicos，autonomo，jovenes，vitaminico，maximo，plastico；
　pasandole，dandolo，ayudandonos，demostrandole，e（iucan（10s色；
　ibamos，int6ntabamos，pensabamos，trabajabamos，
　その他estarの現在形や，弱勢語と対をなす語でアクセント符号が必要な
語においてもよく忘れられる。esta，estan，este；que，como，mas，
　またその反対に本来なら必要のない語にアクセント符号がついている場合
もよくある。よく用いられるのがusteesで，これは単数形のustedから語尾
のdが落ち，その結果アクセント符号が必要となったustるに複数の語尾es
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がついてできたものである。
　さらにアクセント符号はその本来の機能を失い，ある特殊な音を表わすた
めに利用されることがある。さきに述べた（皿一4一（4））g6の場合がそれ
で，これは唇の丸めを伴った有声軟口蓋摩擦音を表わしている。
6．アポストロフィ
　スペイン語の正書法ではアポストロフィは用いられない。しかし，音の脱
落が頻繁に起こるポブラシオンのスペイン語では，省略記号としてのアポス
トロフィが登場する。
　一番多いのは前置詞pa（para）とともに使われる場合で，資料全般にわたっ
て見受けられる。これはまず語中のrが脱落し（paa），さらに母音縮約が起
きてpaとなったものである（Oroz，op．cit．：136）。
　pa’la　comida（para　la　comida〉（189），　pa’otra　vez（para　otra　vez）（195），
pa’ca（paraaca）（196），pa’echar（paraechar〉（196），pa’legrar（paraalegrar〉
（235），　pa’cerme（para　hacerme）（242），　pa’onde（para　donde）（271），　pa’11a
（paraalla）（290），pa’rriba（paraarriba）（290）
　前置詞de，及びdeと冠詞elが融合したdelも消失の印に前の語にアポス
トロフィをつけることがある。
　tech・’epaja（tech・depaja）（377）
　cagao’el　hambre　y　preocupao’el　deporte（cagado　（lel　hambre　y　preo－
cupad・deldep・rte）（164）．
　el　pobre　manzano　amanecio　malo’el　cuerpo（el　pobre　manzano　amanecio
ma1・delcuerp・）（165），
　andatealapunta’elcerro（andatealapuntadelcerro）（165〉．
　そのほかestarの語頭部分が省略される場合にもよくアポストロフィが現
われる。
　Por　ahi’sta　el　viejo．（Por　ahi　esta　el　viejo．）（375）
　El　mundo　yas　ta’echo　asi（el　mundo　ya　esta　hecho　asi）（264）
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　ahora’stamos　bien（ahora　estamos　bein）（406）
　もちろん省略されればかならずアポストロフィが用いられるわけではなく，
書き手の自由裁量である。
　ustednunca’blade’11・（ustednuncahabladee11・）（251）
　Ahora　lon’tiendo（Ahora　lo　entien（io）（263）
　una　pieza　que　bia　sio　almac6n（una　pieza　que　habia　sido　almac6n）（255）
　ya　bia　nacio　la　Emilia（ya　habia　nacido　la　Emilia）（255）
　（251）　（263）ではアポストロフィが用いられているが，（255）の2例で
は用いられていない。
】V、終わりに
　チリのスペイン語は他のラテンアメリカ諸国とその特徴を共有していない
ことが多い。これはアンデス山脈とアタカマ砂漠という自然の障壁によって，
隣接地域との接触が困難であるという地理的要因に負うところが大きい（Cot－
ton，1988：221）。
　その独自性は音のレベルだけではなく，voseoに見られるような形態のレ
ベル，さらに最も豊かな語彙の分野へと広がっている14）。
　本稿ではサンティアゴの下層階級のはなしことばを取り上げ，正書法の枠
外にある民衆語がいかに文字に表わされているかという点に焦点を当ててみ
てきた。扱ったのは，音と文字の関係，voseo，そしてアクセントとアポス
トロフィという文字記号であり，文字に現われた，という制限つきではあっ
たが，サンティアゴではなされている民衆語の独自性の一端を合問見ること
ができたと思う。
　しかし，今回は文法と語彙の問題には言及できなかったし，voseo以外の
形態レベルでもユニークな現象が残されている。これらの間題点に関しては
また稿を改めて述べるつもりである。
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主??＝?
1）失業率は1978年に13．9％，さらに1980年には30％に悪化している。1980年にサン
ティァゴのポブラシオンでは57．8％が栄養の必要最低カロリーを摂取していない。極
貧層では必要最低カロリーの約7割強しか摂取していない。（M諭oz，1987：24－25）
2）investigaci6n－montajeと呼ばれる劇の作成方法に関しては，Mu茄z，ibid．に
収録の01ivari，J．L　Investigacion－montaje　en　teat「o　Poblacional：cuademo　de
capacitacion．133－159を参照。
3）ラテンアメリカの演劇に関しては里見，1990を参照。
4）Cotton，1988はチロエ方言を南部方言の下位区分にしている。
5）以後資料となる劇から引用するときにはただページ数だけを記す。
6）直説法完了過去においてはvosの活用はapar㏄istesとなるが，語尾の一sは消失す
るのでtuの活用形と同形になってしまい，vosとtuの区別がつかなくなる。
7）堀田はEguiluz，L．1962．F6rmulasdetratamientoenelesp誼oldechi孟e，
Bo’6’伽吻F伽iog‘α一S伽廊即吻C旭18．169－233を引用してこのように述べている。
8）気息音化した語尾の一sは文字hで表わされることもある：sabih，entendih
9）soiと並んでso（＜sos）という形も用いられている。Oroz，1963：318にはむし
ろSOSの方が優勢だという記述がある。
10）ただしcomiai（s），cantar三a重（s〉のように一ia一という本来アクセントをもつ幹母音を
含む活用形は問題の対象にならないので省く。
11）数は少ないが，一ayという綴り字を持つ場合もあるl　estay（240），soy（314），
hay（251，252），cachay（318）。ただ，estayとsoyの場合は1人称単数形（estoy，soy）
に，hayの場合は3人称単数形に影響されたためとも考えられる。
12）caalleroは資料の中で数回現われる。ここでは語の存在を示すことが目的なので，
その中の一つだけを選んでページを記すことにする。以下同様。
13）ポブラシオンの中では住民の啓蒙を目指してさまざまなパンフレットが発行され
ている。栄養素の説明，兎の飼い方，野菜の作り方，といった食料問題を扱ったもの
から，民衆組織の作り方，その意義，リーダーのあり方，自己資金の作り方等を扱っ
たものもある。資料体参照。
14）語彙に関してはMorales，F．P．らの手になる4巻のチレニスモの辞書が1984年に
出版されている。
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